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レーダーによる鮪延繊の探知について（第１報）

源河朝之

OntheDetectiveEffectoftheRadarupon

theLocationoftheTunny-Long-Line（１）
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1．緒 に．

鮪延棚操業中漁具の切断による流失，監視不十分な為の見失い，等による損失の重大な

事は言を侯たない．筆者は嘗て，昭和27年１２月本学部練習船かごしま丸（628噸，320馬

力，２基）で南洋へ練習航海に出漁し，小型漁艇による母船式鮪延棚漁業実習試験操業の

際，漁具の監視にRadar（Ｒ､Ｃ､Ａ１０３型）を利用して効果をあげたので，その本格

的利用の実験に着眼し，翌28年１１月再出漁の際，Corne‐Reflectorを作製し漁具のポ

ンデン竹に取付け，Radarによる監視並びに探索実験を試みたのでその結果について述

べる．
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Ａ図の様な２種類のCorner‐Reflectorを作製し，Ｂ図の様に旗の代りにReflectorを

取付け漁具の中央と両端に設置し，Radarによって探知した．Reflectorの映像及びダ
ルマ灯，ピン王，小漁艇（10米５．５噸，ヂーゼル１４馬力）の映像がＰ・Ｐ.Ｉスコープ上

;に現れ始める時，叉は消え去る時の距離を比較測定しSketchした．

2．実験要領
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投細は母船で行い，漁具引揚には小漁艇二隻左使用して両端より中央に向って揚細し，

中央附近で揚縄を終了出来る様にした．

母船は中央を基準として両艇及び漁具の監視に当った．中央位置の夜間目標にはダルマ

灯を取付けた．

３．実験結果とその考察

前述の要領で漁具引揚の際母船でRadarによって探知し，SketchS､１，Ｓ､2,Ｓ､３，Ｓ,4,..

S､５，Ｓ､６，を得たので参考に供する．

一般にRadarの有効距離は可視距離Ｄの1.16倍に抑えられて居る．可視距離Ｄは

次式によって算出される．

Ｄ＝Ｖ２Ｒ（､/h,＋､/ｈ２）＝３．５７（、/h,＋、/ｈ２）

ｈ'……送信空中線の高さ（米）

ｈ２……目標の高さ（米）

Ｒ……地球半径（6377.397粁）

註〔ベッセル赤道半径）

Ｄ･･…可視距離

上式にかごしま丸の条件を挿入して見るとｈ,；１４米，ｈ２；３米，であるから

Ｄ＝３．５７（Ｖ１４＋、／３）＝約１９．５粁となり，Radarの有効距離は１９．５×１．１６＝

22.62(粁）となり１２．２Ｍｉｌｅとなるが，実際はSketchによっても明かな様に約５Ｍｉｌｅ

である（天候良好なる時）．これは波浪による目標の沈下と受信機の能力及び送信機の尖

頭出力による事は明かである．

図説によっても明かな様に波浪０～１（ビユーフオート階級）の場合は大約i４．５Ｍｉｌｅ

迄は探知出来る事が判る．天気清朗平穏な海況に於て双眼鏡（７倍）で監視出来る範囲は

大約２浬が最大と考えられ，而も一度双眼鏡の視野より外れる時は容易に発見出来歩監

視に困難する．まして天候悪〈視界不良なる場合は近距離（半Mile以内）でも見失う事一

が度麦ある．故にRadarによる監視は相当効果のある事が判る．

叉漁具の種曲状況，漁艇の位置及び距離が判り，漁具の深さ，海潮流の状況等も知る

事が出来，終業時間の予測叉は漁場の良否にも非常に参考となる．漁具流失した際の探索

は相当有効で肉眼によって見えない範囲も知る事が出来るので犬きな利点がある．

而し風力が強い時はReflectorの風圧により漁具が簿曲し，所謂Ｌもつれ~１を生じ易

い点がある．叉風圧によりReflectorが傾斜し探知距離を狭める欠点もあるので，風圧を

抜く装置を施す（例へぱ金網式にして風圧を避ける様にし或は風船等に吊下して高さを増“

せばReflectorの面積も大きく出来ると思われる）等，今後の研究によって鮪延縄漁具の

監視並に探索に十分利用したいと考える．本格的利用には未だ研究の余地があるが今後の

研究に侯ちたい、
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Comeq←Reflectorなしでレーダーに

漁具のピン玉及びダルマ灯が映ずる

ダルマ灯の存在が確認出来る．

最大距離約３ｍｉｌｅ
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波浪の為に漁具は現れないが，漁艇

の位置は確認出来る．

肉眼では艇の灯火は遠方は見えない

が近い方は見える．
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S､３を８mileRangeに切替え

中央のポンデン(レフレクター付）

位置迄約4.5ｍｉｌｅを認められ

Reflectorの効果を確認し延細の

全距離が判る．

漁艇は出漁せず。
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漁具及び漁艇監視中，レーダーに

よる探知状況．

血上の様な状況ならば揚細終了時間

が予測出来て便利である．

レーダーの承による監視可能．
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漁具の湾曲状況を確認す．海流は横

圧流の複雑なる事が判る。

Ｃ漁獲は不良であった）

風上より風下の方が映像がよく現れ

天候半晴

風力１

波浪０～１
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５．結ぴ

以上の実験結果から次の事が云い得る．

1．漁具監視にCorner‐Reflectorを取付け，Radarによる探知によって漁具から相当

離れても（現在迄の実験では最好条件で５Mile）監視が出来る．

2．常時監視の必要なく，従って見張者が楽で精神的負担が軽減出来る．

3．切断流失の際Radarによる探索は早期発見に相当な効果がある．

4．漁具の鍾曲状況及び距離（長さ）を知る事によって漁場価値の判断，揚蝿時間の予測

による次回の移動計画が出来る．

5．風上は風下よりも探知能力が悪い．

6．文献によっても明かな様に探知距離の増大にはReflectorの面積を広くし，水面上

の高さを高くすればよい．

終りに臨み御指導下さった本学部高橋教授，金森教授，盛田助教授，御尽力下さった黒

木助教授，並にかごしま丸乗組員の御協力に対し深く感謝の意を表する．

Ｒさsum色

Onthesouthseafishingground，ｔｈｅlimitofthedetectivecapacityofthe

nakedeyeupontheTunny-Lineduringtheday-timelieswithinlmile，ｐｒｏｖｉｄ－

ｅｄｔｈｅｓｋｙｉｓｃｌｅａｒａｎｄｔｈｅｓｅａｉｓｃａｌｍ・

ＢｕｔｗｉｔｈｔｈｅｈｅｌｐｏｆｔｈｅＲａｄａｒｔｈｅｌｉｍｉｔｍａｙｂｅｍａｄｅｔｏｒｅｃｅｄｅｔｏｔｈｅ

ｄｉｓｔａｎceofabout3miles・Ａｎｄｂｙｕｓｉｎｇ‘‘Corner-Reflector，，ｉｔｍａｙｂｅｍａｄｅｔｏ

ｒｅｃｅｄｅｔｏ４ｏ５ｍｉles・

Ｗｉｔｈｔｈｅｈｅｌｐｏｆ・‘Daruma-Lamp'，ａｔnight，ｔｈｅｌｉｍｉｔｏｆｔｈｅｖｉｓｉｂｌｅｒａｎｇｅ

ｉｓｃｏｎfinedwithin１．５ｍｉｌｅａｔｂｅｓｔｗｉｔｈｔｈｅｅｘｃｅｐｔｉｏｎｏｆｓｐeciallyfinenight･

Whilethedetectivecapacityofthenakedeyeisbadlyinfluencedbythe

vaguenessofsightfrOmbadweather，thedetectiveeffectoftheRadarisalmost

alwaysconstantthroughvariousweathers･

InShort，themostapprOpriatewaytoprotecttheTunny-Long-Linefrom

beingdepｒｉｖｅｄｏｆｂｙｔｈｅｓｅａｃｕｒｒｅｎｔｍａｙｂｅｆｉｘedthroughfurtherstudyof

thedetectiveeffectofRadar．
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